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研究成果の概要 

 

研究代表者は既存の概念を覆し，単分子で強誘電体に特有の分極ヒステリシスを示す材料「単

分子誘電体」の開発に成功した。「単分子誘電体」は，プレイスラー型ポリオキソメタレートと呼ばれ

る分子で観測された。籠型の分子骨格内には１つの金属イオンが包接されている一方，金属イオ

ンの安定サイトは分子内の中心からずれた２箇所存在している。この分子に外部電場を印加すると

安定包接サイト間でのイオン移動を誘起することができ，単一分子で強誘電体的な特性を示す。こ

こで，単分子誘電体を実装したメモリデバイスが不揮発性メモリとして駆動すれば，単分子誘電体

メモリは既存の記録密度を超える超高密度記録素子としての応用が期待できる。そこで，「単分子

誘電体」を実装した電界効果トランジスタ（FET）型メモリを作製した。一般的なＦＥＴはゲート電圧を

印加した時のみ電導チャネルが生成し，これをソース-ドレイン間の電流として読み取ることでトラン

ジスタ特性を示す。一方，ゲート電極の下に「単分子誘電体」を挟んだメモリでは，一度のゲート電圧

印加によって生じた不揮発な分極が界面キャリアを保持し続ける為，不揮発性メモリとして機能する。

実際，作製したデバイスにおいてメモリウィンドウの開窓が確認されたことから，このデバイスが不揮

発性メモリとして駆動することを明らかにした。次いで，「単分子誘電体」メモリの実用化を見据え，

実用化に適したデバイスプロセスの開発，およびメモリの集積化を目指した。当該年度は，材料改

良およびメモリ性能の向上に取り組んだ。既に良好な結果が得られており，今後も更なる改良を進

めていく予定である。以上の点より，当該年度は当初計画通りに研究項目を達成した。 
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